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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 607 号
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災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
（
三
幣

敦
志
隊
長
）
は
、
1
月
25
日
、
お
ぢ

ば
の
教
区
事
務
所
と
リ
モ
ー
ト
併
用

で
支
部
隊
長
、
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に

全
道
支
部
隊
長
会
議
を
開
催
し
、
25

名
が
参
加
し
た
。

　

宣
誓
唱
和
に
続
き
、
昨
年
5
月
能

登
半
島
地
震
と
8
月
山
形
豪
雨
の
年
に

2
度
の
災
害
出
動
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。
次
年
度
活
動
予
定
と
し
て
、

6
／

28
〜
平
時
訓
練
（
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

支
部
隊
長
会
議

教区事務所

が
発
表

さ
れ
た
。

　

続
い

て
教
区

長
の
挨

拶
後
、

ブ
ロ
ッ

ク
長
の

役
割
に

つ
い
て

確

認

を
行
っ

た
。

　

ま
た
3
月
末
で
任
期
を
終
え
る
支

部
隊
長
や
支
部
で
の
役
職
変
更
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
引
継
ぎ

と
発
災
後
の
動
き
な
ど
連
絡
の
徹
底

が
大
切
で
あ
る
事
を
再
確
認
し
散
会

し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
降
雪
量
は
、
全
道
的
に
平
年
並
み
か
や
や
多
い

と
予
報
と
さ
れ
て
い
た
が
、
12
月
に
は
、
岩
見
沢
周
辺
の
空
知
地

方
で
大
雪
と
な
っ
た
。
ま
た
2
月
に
入
り
道
東
で
記
録
的
大
雪
と

な
り
、
帯
広
の
12
時
間
降
雪
量
は
統
計
史
上
1
位
で
、
53
年
ぶ
り

に
積
雪
120
㎝
を
こ
え
た
。

　

豪
雪
地
区
の
各
支
部
隊
を
中
心
に
今
季
も
冬
季
訓
練
を
実
施
。

　

各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
主
に
独
居
老
人

宅
を
中
心
に
除
排
雪
作
業
を
行
っ
た
。

災 

救 

隊

上富良野町

・
富
良
野
支
部
隊
（
今
井
宏
輔
隊
長
）

１
月
29
日
、
上
富
良
野
町
に
て
5
名

参
加
。

・
南
空
知
支
部
隊
（
富
山
知
一
隊
長
）

１
月
30
日
・
31
日
、
三
笠
市
と
岩
見

沢
市
に
て
2
日
間
延
べ
52
名
参
加
。

・
空
知
支
部
隊
（
眞
鍋
顕
成
隊
長
）

2
月
1
日
、美
唄
市
に
て
37
名
参
加
。

・
天
龍
支
部
隊
（
佐
藤
靖
幸
隊
長
）

2
月
19
日
、深
川
市
に
て
7
名
参
加
。

三笠市美唄市

深川市

社協との安全確認の
打ち合わせ
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教祖 140 年祭に向かって
―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

定
例
に
を
い
が
け

や
ま
び
こ
会

　

布
教
を
志
す
者
の
会
「
や
ま
び
こ

会
」
で
は
、
1
月
16
日
、
定
例
の
布

教
活
動
を
行
っ
た
。

　

厳
寒
の
最
中
に
も
関
わ
ら
ず
11
名

も
の
教
友
が
よ
り
集
い
、
年
祭
活
動

締
め
括
り
の
年
を
踏
み
出
す
に
ふ
さ

わ
し
い
お
互
い
の
熱
気
に
、
一
同
は

心
を
勇
ま
せ
た
。

　

教
務
支
庁
で
参
拝
後
、
幌
西
地
区

へ
移
動
し
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
に
を
い
が
け
活
動
を
展
開
。

　
「
教
祖
の
お
伴
を
」
と
の
心
で
戸

別
訪
問
に
歩
き
、
お
さ
づ
け
の
取
次

ぎ
も
御
守
護
い
た
だ
い
た
。

　

在
宅
さ
れ
て
い
る
方
々
に
お
道
の

お
話
は
で
き
な
く
て
も
、
わ
ず
か
で

も
良
き
に
を
い
を
か
け
よ
う
と
、
優

し
い
心
で
声
を
掛
け
、
人
々
に
親
の

ぬ
く
も
り
を
伝
え
た
。

　

ま
た
2
月
16
日
の
や
ま
び
こ
会

は
、
教
務
支
庁
で
本
樺
分
教
会
長
・

大
上
道
徳
講
師
（
札
幌
北
西
支
部
・

本
島
大
）
の
お
話
を
拝
聴
。
12
名
が

道
内
各
地
か
ら
寄
り
集
っ
た
。

　

講
師
は
定
例
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
下
さ
っ
て
い
て
、
自
ら
が
歩
ん

で
き
た
道
を
赤
裸
々
に
参
加
者
に
伝
え

た
。

　

大
上
氏
は
、
教
会
子
弟
と
し
て
生

ま
れ
る
も
、
若
か
り
し
頃
は
信
仰
の

喜
び
と
は
程
遠
い
時
期
が
続
い
た
。

し
か
し
、様
々
な
事
情
を
通
る
中
に
、

自
ら
求
め
て
修
養
科
に
入
科
。
お
ぢ

ば
で
学
び
、
信
仰
実
践
を
積
み
重
ね

る
中
で
、
教
え
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

が
付
き
、
大
教
会
青
年
を
経
て
、
布

教
の
家
埼
玉
寮
に
入
寮
し
た
。

　

そ
の
後
、
入
寮
研
修
会
で
の
中
山

善
衞
三
代
真
柱
様
の
お
言
葉
を
支
え

と
し
、
一
年
間
布
教
に
専
従
。
ま
ず

は
自
ら
を
捨
て
、
一
回
で
も
多
く
神

様
の
理
の
あ
る
お
さ
づ
け
の
取
次
ぎ

  

● 

毎
月
実
施
中

　   

に
を
い
が
けWalker

北
海
道

　

年
祭
活
動
の
後
押
し
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
路

傍
講
演
、
神
名
流
し
、
戸
別
訪
問
、

お
つ
と
め
な
ど
の
実
動
を
い
た
し

ま
す
。

　

詳
細
な
ど
は
教
区
布
教
部
ま
で
。

2 月 実動後のねりあいの様子

　

● 

北
銀
山
分
教
会
（
野
村
広
司

会
長
）
は
、
2
月
11
日
、
倶
知
安
町

の
ニ
セ
コ
地
区
に
て
布
教
活
動
を

　

● 

札
幌
東
支
部
布
教
部
（
御み
ま
や厩

瑞み
の
る穂
布
教
部
長
）
は
、
教
区
布
教
部

と
合
同
で
2
月
11
日
に
雪
ま
つ
り
最

終
日
で
賑
わ
う
大
通
公
園
周
辺
で
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
向
け
て
布
教

海
外
の
方
へ 

に
を
い
が
け

行
っ
た
。
ニ
セ
コ
地
区
は
、
海
外
か

ら
の
渡
航
者
や
ス
キ
ー
客
の
冬
季
滞

在
者
が
多
い
事
で
も
有
名
で
あ
る
。

　

教
会
か
ら
8
名
が
参
加
し
て
、
英

語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
手
渡
し
と

交
差
点
に
並
ん
で
神
名
流
し
を
実
施

し
た
。

　
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
快
く
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
拍
子
木
と
チ
ャ
ン
ポ
ン

を
入
れ
て
の
神
名
流
し
は
、
物
珍
し

そ
う
に
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
あ

ま
り
寒
く
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
。」

と
野
村
会
長
が
話
さ
れ
た
。

神名流し　ニセコ地区にて

を
、
と
の
埼
玉
寮
の
指
導
の
下
、
葛

藤
を
抱
え
な
が
ら
も
幾
多
の
失
敗
と

成
功
を
重
ね
、
一
日
に
77
回
も
の
お

さ
づ
け
を
取
り
次
げ
る
ほ
ど
に
成
人

を
し
た
経
験
を
、
布
教
を
志
す
教
友

に
熱
心
に
語
り
か
け
た
。

　

今
回
の
講
演
で
、
勇
み
心
を
い
た

だ
き
た
か
っ
た
と
、
は
る
ば
る
こ
の

た
め
に
北
見
方
面
か
ら
バ
ス
に
乗
っ

て
来
た
参
加
者
も
お
ら
れ
た
。

　

ま
さ
に
年
祭
活
動
仕
上
げ
の
年
の

一
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
や
ま
び
こ
会

の
み
な
ら
ず
、
教
区
内
の
布
教
活
動

に
一
層
の
拍
車
を
か
け
る
で
あ
ろ
う

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

                    （
代
表 

藤
野
充
普
）

活
動
を
実
施
し
、5
名
が
参
加
し
た
。

　

出
発
直
前
に
は
、
英
語
で
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
渡
し
方
や
英
語
で
の
路

傍
講
演
の
練
習
を
行
い
、
市
役
所
前

や
駅
前
通
り
で
英
語
の
路
傍
講
演
を

順
番
に
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ド
イ
ツ
と
各
国
か
ら
の
観
光
客
に
対

応
で
き
る
よ
う
持
参
し
た
。
手
渡
し

で
受
け
取
る
時
も
断
ら
れ
る
時
も
一

様
に
明
る
く
応
対
し
て
下
さ
る
方
々

が
多
か
っ
た
。

　

支
部
で
は
、
今
後
も
外
国
語
で
の

布
教
活
動
を
定
期
的
に
行
う
計
画
を

し
て
い
る
。

英語で路傍講演を

2 月  布 教 講 話

戸 別 訪 問
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教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

― 

十
勝
支
部
長 

　 

郷
司 

諭 

―    

「
十 

勝 

晴 

れ
」

　

十
勝
支
部
は
行
政
区
域
の
十
勝
振

興
局
と
同
じ
範
囲
で
面
積
は
北
海
道

の
約
13
パ
ー
セ
ン
ト
、
岐
阜
県
と
ほ

ぼ
同
じ
広
さ
で
す
。
日
本
有
数
の
穀

倉
地
帯
で
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
約
1
千
300
％
、
日
本
全
体

で
は
38
％
で
す
の
で
い
か
に
多
い
か

が
わ
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
約
400
万

人
分
の
食
を
支
え
て
い
る
計
算
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
十
勝
の
魅
力
は
十
勝

平
野
の
広
大
な
景
色
と
、
何
と
い
っ

て
も
「
十
勝
晴
れ
」
と
言
わ
れ
る
気

候
に
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
晴
天
の
日
が
多

く
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
て
、
冬
は
か

な
り
冷
え
込
み
ま
す
が
、
雪
は
少
な

く
、
母
が
よ
く
「
老
会
長
さ
ん
（
私

の
祖
父
）
は
本
当
に
い
い
所
で
布
教

し
て
く
れ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
【
雪
が
少
な
い
】

を
覆
す
大
雪
が
帯
広
で
一
晩
に
120
㎝

と
い
う
観
測
史
上
最
高
記
録
と
な
っ

た
事
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
所
で
あ

り
ま
す
。

　

大
雪
の
日
は
当
教
会
で
支
部
例
会

の
日
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
ラ
イ
ン

で
「
玄
関
が
開
か
な
い
」「
救
助
要

請
し
た
い
位
」「
身
動
き
で
き
ま
せ

ん
」
等
連
絡
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
一
度
も
休
ま
な
か
っ
た
例
会

で
す
が
、
当
然
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

胸
位
迄
あ
る
雪
を
掻
く
の
は
か
な

り
の
重
労
働
で
し
た
が
、
私
は
雪
か

き
が
嫌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豪
雪
地

帯
の
先
生
方
に
は
お
叱
り
を
受
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
好
き

な
ほ
う
で
す
。

　

そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
夏
の

草
引
き
も
そ
う
で
す
が
「
結
果
が
見

え
る
」
か
ら
で
す
。
自
分
が
し
た
事

が
ふ
り
返
っ
た
ら
現
実
に
結
果
と
し

て
見
え
る
か
ら
で
有
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
ひ
と
時
の
喜
び

で
あ
っ
て
長
く
続
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
逆
に
お
道
の
御
用
は
自
分

が
思
い
願
う
結
果
が
す
ぐ
に
見
え
て

こ
な
い
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
あ
ま
り
努
力
を
し
て
い
な
い
の
で

当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ま

い
た
る
た
ね
は
み
な
は
え
る
」「
一

粒
万
倍
」
と
も
お
教
え
頂
き
ま
す
。

　

何
時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

必
ず
結
果
を
見
せ
て
頂
け
る
。
そ
れ

も
万
倍
に
し
て　

否
、
既
に
見
せ
て

戴
い
て
い
る
の
に
気
が
付
い
て
い
な

い
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

結
果
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
「
す
え

は
た
の
も
し
み
ち
が
あ
る
ぞ
や
」
を

楽
し
み
に
、
一
年
を
切
っ
た
年
祭
活

動
を
何
か
ら
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
「
十

勝
晴
れ
」
の
よ
う
な
晴
天
の
心
で
つ

と
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

教
区
報
606
号
（
1
月
号
）
の

8
ペ
ー
ジ
福
祉
厚
生
部
・
福
祉
募
金

の
写
真
が
別
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
訂
正
致
し
ま
す
。

　
正
し
い
写
真
は
、
左
掲
載
の
写
真
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教
区
報
と
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
版
は
、
訂
正
済
み
に
更
新
し
て

い
ま
す
。

　
　
お
　
詫
　
び

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

↑教 区 報

↓ PDF ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

各 

地 

の 

動 

き

　

● 

函
館
支
部
雅
楽
部
「
雅
朋
会
」

（
水
島
弘
司
会
長
）
は
、
公
益
財
団

法
人
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
の
依
頼
に
よ
り
令
和
6
年
11
月

30
日
「
楽
器
の
ヒ
ミ
ツ
大
発
見
！　

〜
雅
楽
編
〜
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
函
館
市
民
会
館
3
階
小

ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
。

　

応
募
者
32
名
に
雅
楽
の
歴
史
の
解

説
を
交
え
な
が
ら
平
調
音
取
・
越
殿

楽
の
演
奏
、
演
奏
後
に
雅
楽
の
歴
史

を
交
え
な
が
ら
各
楽
器
の
特
徴
や
役

割
な
ど
の
説
明
し
、
実
際
に
音
を
出

す
体
験
を
し
て
頂
き
、
日
常
生
活
の

中
で
触
れ
る
事
が
難
し
い
雅
楽
を
、

見
て
・
聴
い
て
・
触
れ
て
・
音
を
出

す
体
験
を
し
て
頂
き
最
後
に
陪
臚
を

演
奏
、参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

普
段
、
生
で
聴
く
こ
と
が
な
く
、
触

れ
る
こ
と

が
な
い
楽

器
を
体
験

で
き
、
と

て
も
良
い

機
会
だ
っ

た
と
の
感

想
。

　

ま
た
、

楽
器
体
験

後
の
演
奏

が
楽
器
の

難
し
さ
を

知
っ
て
、
よ

り
興
味
深
く

聴
く
こ
と
が

出
来
た
な
ど
、

大
い
に
楽
し

ん
で
頂
い
た
。

  （
支
部
社
友

　
　

  

大
山
和
徳
）

3

佐々木氏（左）　事務局長（右）

触れて体験を
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け
い
じ
ば
ん

真
冬
の
集
い　 

学 

生 

会

　

教
区
学
生
会
（
齋
藤
美
桜
委
員

長
）
は
、
2
月
8
日
・
9
日
に
教
務

支
庁
で
真
冬
の
集
い
を
行
い
、
1
年

ぶ
り
や
3
年
ぶ
り
の
学
生
、
初
め
て

の
行
事
参
加
者
な
ど
学
生
9
名
が
参

加
。
学
生
同
士
の
交
流
を
深
め
、
3

月
の
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
へ
の

参
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
「
寒
い
時
こ

そ 

み
ん
な
で
集
ま
っ
て 

心
も
体
も

温
ま
ろ
っ
！
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
開

催
し
た
。

　

8
日
は
、
開
会
式
に
続
き
、
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
グ

ル
ー
プ
タ
イ
ム
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
夕
食
で
は
、
鍋
を

囲
ん
で
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

9
日
、
ひ
の
き
し
ん
後
の
閉
会
式

で
は
、
齋
藤
委
員
長
が
、
春
の
学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
に
つ
い
て
の
思
い
を

話
し
た
。

　

ま
た
ス
タ
ッ
フ
は
、「
春
学
前
に

相
応
し
い
、
楽
し
く
あ
た
た
か
い
人

達
に
囲
ま
れ
た
素
敵
な
行
事
に
な
っ

た
」「
い
よ
い
よ
今
月
末
に
迫
っ
て

き
た
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
、
た

く
さ
ん
の
会
員
さ
ん
に
再
会
で
き
る

こ
と
、
出
会
え
る
事
を
私
た
ち
ス

タ
ッ
フ
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
6
年
11
月 

お
運
び
）

南
空
知
支
部　

誠
力
分
教
会
（
網
島
）

　
　

奉
告
祭　

12
月
1
日

山口 伸吾  氏
49 歳

4

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

1
月
4
日　

御
用
始
め

　
　

5
日　

た
す
け
推
進
会
議

　
　

7
日　

一
手
一
つ
お
願
い
づ
と
め

　
　
　
　
　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

布
教
部
会
議

　
　
　
　
　

基
礎
講
座
会
議

　
　

9
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

13
日　

青
年
会 M

eets!

　
　

16
日　

や
ま
び
こ
会

　
　
　
　
　

会
計
部
会
議

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　
　
　
　

 

災
救
隊 

支
部
隊
長
会
議

　
　
　
　
　
　

       （
教
区
事
務
所
）

　
　

26
日　

本
部
春
季
大
祭
遥
拝
式

　
　

28
日　

教
区
長
帰
庁

　
　

29
日　
教
務
支
庁 

ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

　
　

31
日　

運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

た
す
け
推
進
会
議

2
月
1
日　

学
生
会
例
会

　
　
　
　
　

青
年
会 M

eets!

　
　

2
日　

一
手
一
つ
お
願
い
づ
と
め

　
　
　
　
　

支
部
長
会
議

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

5
日　

女
子
青
年
例
会

　
　

8
日　
学
生
会 

真
冬
の
集
い（
〜
9
日
）

　
　

15
日　

学
生
会
例
会

　
　

16
日　

や
ま
び
こ
会

　
　
　
　
　

編
集
会
議

　
　
　
　
　

会
計
会
議

　
　

20
日　

婦
人
会
例
会

　
　

23
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　
　
　
　

女
子
青
年
例
会

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

28
日　

た
す
け
推
進
会
議

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

訃
　
報

　
　
立
教
一
八
七
年
・
令
和
6
年

・
鈴
木
　
榮
二
様　

12
月
27
日
出
直
（
93
歳
）

　

都
千
歳
分
教
会
元
会
長 　
（
千
恵
広
支
部
）

・
柴
田
　
博
行
様　

12
月
29
日
出
直
（
72
歳
）

　

錦
之
旗
分
教
会
長　

              （
空
知
支
部
）

　
　
立
教
一
八
八
年
・
令
和
7
年

・
中
村
　     

守
様　

1
月
3
日
出
直
（
89
歳
）

　

元
教
区
主
事

　

北
統
分
教
会
元
会
長　

         （
小
樽
支
部
）

・
嶺
　      

昌
子
様　

1
月
6
日
出
直
（
82
歳
）

　

北
嶺
分
教
会
長              （
札
幌
北
西
支
部
）

・
京
屋
　
保
子
様　

1
月
11
日
出
直
（
86
歳
）

　

三
笠
中
央
分
教
会
元
会
長
夫
人（
南
空
知
支
部
）

・
八
木
　     

正
様　

1
月
18
日
出
直
（
77
歳
）

　

北
白
石
分
教
会
長　

     （
札
幌
白
豊
支
部
）

●
ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

  　
　

教
務
支
庁
に
て
毎
月
29
日

　

1
月
29
日
は
、
玄
関
、
各
会
ロ

ビ
ー
、
廊
下
、
階
段
、
ト
イ
レ
掃
除

と
大
小
会
議
室
、
神
殿
掃
除
、
畳
拭

き
を
行
い
、
15
名
が
参
加
下
さ
い
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※  

今
後
の
予
定
や

　  

詳
細
は
こ
ち
ら
の    

　   

QR
コ
ー
ド
か
ら

トイレ掃除

神殿掃除


